
　
　
令
和
３
年
８
月
中
旬
に
前
線
が
停
滞

し
、
西
日
本
を
中
心
に
記
録
的
大
雨
と
な

っ
た
。
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
と
比
べ
、

旭
川
沿
線
の
避
難
所
の
運
営
や
水
害
対
策

を
ど
の
よ
う
に
講
じ
た
の
か
。

　
　
高
松
・
一
宮
・
吉
備
地
区
で
新
た
に

取
り
組
む
事
前
水
位
調
整
の
概
要
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
高
齢
化
率
が
高
く
人
口
の
少
な
い
地

域
で
は
、
草
刈
り
等
の
た
め
池
の
管
理
は

限
界
に
近
い
。
農
業
受
益
の
な
い
防
災
重

点
農
業
用
た
め
池
に
対
し
て
、
災
害
か
ら

集
落
を
守
る
た
め
市
の
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
大
規
模
盛
土
造
成
地
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
盛
土
等
に

よ
る
造
成
地
が
崩
落
し
た
こ
と
を
受
け
て

調
査
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
今
後
の

本
市
の
現
地
調
査
や
対
策
は
。

　
　
平
成
24

年
に
計
画
期
間
が
10

年
の
自

転
車
先
進
都
市
お
か
や
ま
実
行
戦
略
を
策

定
し
た
が
、
課
題
と
成
果
は
。
ま
た
次
期

計
画
策
定
の
狙
い
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
新
た
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
活

用
し
て
本
市
は
ど
の
よ
う
に
犬
島
振
興
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　
住
民
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
時

間
帯
に
安
全
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
避
難
所

を
事
前
に
開
設
し
た
。
排
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
用
水
路
を
事
前
に
水
位
調
整
し
、
ま
た

旭
川
ダ
ム
の
事
前
放
流
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
３
年
前
に
比
べ
る
と
豪
雨
時
の
時
間
降
水

量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ

な
危
機
管
理
対
応
が
で
き
た
と
思
う
。
万
一

の
大
雨
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。

　
　
こ
の
取
り
組
み
は
、
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
あ
ら
か
じ
め
農
業
用
水
路
の
水
位

を
下
げ
、
氾
濫
の
防
止
と
浸
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
水
位
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
河
川
か
ら
の

取
水
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
用
水
路
の
樋

門
操
作
を
連
携
し
て
行
い
円
滑
に
排
水
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
本
市
の
用
水
路
は
延
長
が

長
く
、
携
わ
る
樋
門
操
作
員
が
非
常
に
多
い

た
め
、
連
絡
体
制
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
関
係
者
と
調
整
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
３
年
度
中
に
は
終
了
し
た
い
。

　
ま
た
、
高
齢
化
等
に
よ
り
物
理
的
お
よ
び

人
手
不
足
で
作
業
等
が
困
難
な
場
合
、
個
別

に
協
議
し
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
を
行

い
た
い
。

　
　
令
和
４
年
度
中
に
現
地
調
査
の
必
要
な

箇
所
を
抽
出
し
、
優
先
順
位
を
決
定
す
る
予

定
。
そ
の
後
、
土
地
所
有
者
等
の
合
意
と
協

力
の
も
と
、
造
成
地
の
宅
地
や
道
路
で
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
等
を
行
い
、
安
全
性
に
つ
い
て

解
析
し
検
証
す
る
。

　
調
査
後
の
検
証
結
果
は
関
係
者
に
伝
え
、

場
合
に
よ
っ
て
は
対
策
の
必
要
性
を
示
す
。

地
域
に
放
置
自
転
車
が
多
い
等
の
課
題
が
あ

る
。
一
方
、
も
も
ち
ゃ
り
の
利
用
状
況
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
回
転
率
を
維
持
し
、
放

置
自
転
車
台
数
や
自
転
車
関
連
事
故
数
は
、

計
画
策
定
時
の
約
３
割
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　
成
果
を
上
げ
た
取
り
組
み
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
健
康
づ
く
り
、
観
光
、
災
害
時
の

自
転
車
活
用
等
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

も
盛
り
込
ん
だ
（
仮
称
）
岡
山
市
自
転
車
活

用
推
進
計
画
を
３
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
。

　
　
た
め
池
等
の
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理

は
、
農
地
保
全
を
目
的
に
受
益
者
負
担
や
負

担
公
平
の
観
点
か
ら
地
域
で
の
維
持
を
基
本

と
し
て
い
る
。
し
か
し
農
業
受
益
の
な
い
防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
防
災

面
や
草
刈
り
な
ど
の
負
担
軽
減
を
視
野
に
、

地
域
と
協
議
の
上
、
廃
止
や
低
水
管
理
の
対

応
を
行
い
た
い
。

　
　
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
率
が
令
和
３

年
度
末
で
約
５
割
と
低
い
こ
と
や
、
一
部
の

※

１

※

２

個
人
質
問

４

個
人
質
問

31
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

整備された自転車通行空間

組
織
的
な
事
前
水
位
調
整
で

農
業
用
水
路
の
内
水
氾
濫
を
防
ぐ

旭
川
流
域
の
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
は

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
管
理

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
安
全
対
策

自
転
車
活
用
等
の
新
た
な
計
画

犬
島
振
興
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用

※1 【防災重点農業用ため池】

農業用ため池のうち、その決壊による水害その他の災害により

その周辺の区域に被害を及ぼすおそれがあるものとして都道

府県知事が指定したもの

※２【大規模盛土造成地】

「谷埋め型（盛土の面積が３千㎡以上）」、「腹付け型（盛土する前

の地盤面の水平面に対する角度が20度以上で、かつ、盛土の高さ

が５ｍ以上）」のいずれかに該当するもの（ゴルフ場など宅地以外の

盛土造成地は対象にならない）

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

D
isaste

r P
re

v
e

n
tio

n

　C
o

m
m

u
n

ity P
lan

n
in

g



ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
近
年
、
建
設
業
界
は
労
働
者
が
不
足

し
、
高
齢
化
し
て
い
る
と
聞
く
。
今
後
の

担
い
手
を
継
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
入

札
制
度
に
何
ら
か
の
工
夫
が
で
き
な
い
か
。

　
　
公
立
夜
間
中
学
設
置
に
向
け
た
検
討

組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

体
制
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
他
市
町

村
か
ら
の
受
け
入
れ
な
ど
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

計
画
策
定
の
狙
い
と
ス

取
り
組
む
の
か
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制
が
整
え
ば
、

不
登
校
や
自
主
休
校
、
入
院
中
な
ど
で
教

室
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

の
学
力
保
障
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、

検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
岡
山
中
央
中
学
校
の
敷
地
内
に
新
た

に
整
備
す
る
公
民
館
の
概
要
、
開
館
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
こ
の
５
年
間
で
、
国
で
は
政
治
分
野

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
制
定
、
本
市
で
は
さ
ん
か
く
条

例
の
改
正
等
の
動
き
が
あ
り
、
ま
た
、
西

日
本
豪
雨
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
が
あ
っ
た
。

社
会
状
況
が
変
化
す
る
中
、
第
５
次
さ
ん

か
く
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
ど
う
い

う
点
に
留
意
し
て
い
る
か
。
政
治
分
野
に

つ
い
て
も
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ん
で
は
。

　
　
犬
島
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
福
武
財

団
と
の
公
民
連
携
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
令
和

４
年
４
月
の
供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
犬
島
自
然
の
家
な
ど
の

市
有
施
設
の
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
、

島
民
や
観
光
客
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
げ
る
。

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
２
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
民
間
に
お
け
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
活
用
も
期
待
し
て
い
る
た
め
、
引

き
続
き
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ど
こ
か
も
関
係
し
て
く
る
。
で
き
れ
ば
範
囲

を
広
げ
て
、
教
育
機
会
の
な
か
っ
た
人
た
ち

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
入
札

制
度
の
評
価
項
目
な
ど
を
見
直
し
て
い
る
。

　
適
正
な
利
潤
を
確
保
す
る
た
め
、
低
価
格

で
応
札
し
た
場
合
、
評
価
点
を
減
点
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
手
技
術
者

の
登
用
を
促
す
制
度
へ
の
見
直
し
、
若
手
の

採
用
・
育
成
に
対
す
る
加
点
項
目
の
追
加
な

ど
を
行
い
、
建
設
業
の
雇
用
労
働
環
境
の
改

善
、
若
手
の
建
設
業
へ
の
就
職
を
促
進
し
て

い
き
た
い
。

　
令
和
３
年
10
月
か
ら
事
業
者
に
周
知
を
行

い
、
４
年
の
４
月
か
ら
実
施
し
た
い
。

　
　
教
育
委
員
会
を
中
心
に
外
国
籍
の
方
、

青
少
年
育
成
等
に
関
係
す
る
部
署
や
団
体
で

検
討
組
織
を
作
り
、
２
年
程
度
を
か
け
、
場

所
、
施
設
、
入
学
の
要
件
、
学
級
編
成
や
教

育
課
程
な
ど
の
議
論
を
行
う
。
そ
の
後
、
入

学
希
望
者
の
募
集
等
も
あ
る
た
め
、
令
和
７

年
度
ま
で
の
開
校
を
念
頭
に
整
備
を
進
め
た

い
。
情
勢
変
化
や
準
備
が
早
く
整
う
な
ど
の

事
情
が
あ
れ
ば
前
倒
し
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
他
市
町
村
か
ら
の
受
け
入
れ
は
、
都
道
府

県
も
設
置
を
要
請
さ
れ
て
い
る
た
め
、
岡
山

県
が
ど
う
す
る
か
、
設
置
す
る
な
ら
場
所
は

　
　
不
登
校
や
入
院
な
ど
で
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
効
果
的
な
活
用
を
検
討
中
で
あ
り
、
活

用
内
容
や
対
象
の
拡
大
に
併
せ
、
貸
出
用
モ

バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
通
信
容
量
や
料
金
の
変

更
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
の
旭
公
民
館
は
老
朽
化
し
未
耐
震
。

新
た
に
中
学
校
の
武
道
場
と
の
複
合
施
設
と

し
て
整
備
す
る
。
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度

に
か
け
て
設
計
、
６
年
度
ま
で
に
建
設
し
７

年
度
開
館
の
予
定
。
中
学
校
と
公
民
館
の
連

携
や
、
地
区
内
の
企
業
で
働
い
て
い
る
人
に

つ
い
て
の
議
論
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
説

明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
地
元
代

表
者
で
組
織
す
る
会
と
意
見
交
換
の
場
を
持

つ
な
ど
、
広
く
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
女
性
へ
の
影
響
や
災

害
対
応
に
女
性
の
視
点
を
加
え
る
こ
と
な
ど

新
た
な
課
題
へ
の
対
応
に
留
意
し
て
い
る
。

個
人
質
問

令和２年に開室した夜間教室

老朽化し未耐震の旭公民館

７
年
度
を
念
頭
に
夜
間
中
学
を
検
討

入
札
制
度
を
見
直
し
、
建
設
業
界
の

担
い
手
確
保
・
育
成
を
促
進

オ
ン
ラ
イ
ン
の
効
果
的
な
活
用
や

通
信
容
量
・
料
金
も
検
討

岡
山
中
央
中
学
校
区
の
公
民
館
整
備

新
た
な
プ
ラ
ン
で
進
め
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

５

※４ 【さんかくプラン】

男女共同参画社会の形成の促進に関する施策を総合的かつ計

画的に推進するための計画

※３ 【夜間中学】

義務教育を修了しないまま学齢期を経過した人や、不登校など

さまざまな事情により十分な教育を受けられないまま中学校を卒

業した人等を対象とする学校

教
育
・
く
ら
し
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Ａ
Ｉ
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

本
市
が
行
う
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す

こ
と
だ
。 

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
は
、 

Ｄ
Ｘ
に
対

す
る
行
政
組
織
や
職
員
の
理
解
・
関
心
の

高
さ
が
カ
ギ
と
な
る
。
本
市
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
自
宅
療
養

し
て
い
る
方
が
、
病
院
で
診
察
や
投
薬
を

受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、
医
師
の

訪
問
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
令
和
３
年
８
月
30

日
に
30

代
以
下
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
が
始
ま

っ
た
。
市
民
か
ら
、
早
期
接
種
を
希
望
し

て
い
た
が
予
約
が
取
り
に
く
い
等
の
声
が

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
11

月

中
旬
に
接
種
完
了
す
る
と
の
市
の
発
表
に

違
和
感
が
あ
る
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。

　
接
種
完
了
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
現
時
点
で
ど
の
業
種
が
大
打
撃
を
受

け
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
本
市
で
も
、
捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
肉

や
皮
を
利
用
す
る
な
ど
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
型
経
済
）
の
実
現
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
３
年
９
月
財
務
省
発
表
の
「
四
半

期
別
法
人
企
業
統
計
調
査
」
で
は
、
４
月
か

ら
６
月
期
の
売
上
高
は
コ
ロ
ナ
前
の
対
前
々

年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
「
宿
泊
業
」
「
飲

食
業
」
を
含
む
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
が
22
・
０

％
減
と
非
製
造
業
の
中
で
最
も
落
ち
込
み
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
３
年
８
月
総
務
省
の
「
家
計
調
査

報
告
」
で
は
、
岡
山
市
内
の
個
人
消
費
額
は

対
前
々
年
同
月
と
比
較
す
る
と
、
最
も
落
ち

込
み
が
大
き
い
の
は
「
宿
泊
」
の
96
・
０
％

減
、
次
い
で
「
外
食
」
が
56
・
３
％
減
と
な

っ
て
お
り
、
消
費
の
面
か
ら
も
飲
食
業
と
宿

泊
業
が
特
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
長
年
の
懸
案
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
で
も
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
女

性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
。

　
政
治
分
野
は
、
特
に
参
画
が
進
ん
で
い
な

い
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
プ

ラ
ン
に
盛
り
込
み
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
は
、
組
織
・
職

員
体
制
の
確
保
が
重
要
。
令
和
３
年
度
か
ら

「
岡
山
市
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
推

進
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
経
験
者
を
対
象
と
し
た
職
員

採
用
試
験
に
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
試
験
区
分
を

新
た
に
設
け
、
職
員
研
修
で
デ
ジ
タ
ル
化
に

関
す
る
講
義
を
行
う

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
確
保
・

育
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で

い
る
。

　
　
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
は
10
月
上
旬
ま
で
に

供
給
さ
れ
る
こ
と
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、

11
月
中
旬
に
は
、
全
対
象
者
の
８
割
の
接
種

が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
配
布
や
集
団
接

種
の
活
用
に
よ
り
、
予
約
枠
を
拡
大
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
り
、
接
種
完
了
時
期
の
前
倒

し
も
期
待
で
き
る
。
希
望
者
が
ス
ム
ー
ズ
に

接
種
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
対
応
し
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
自
宅
療
養
者
で
も
、
必

要
に
応
じ
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
発
熱
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
な
ど

の
比
較
的
軽
微
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
保

健
所
に
お
い
て
、
市
内
23
の
協
力
医
療
機
関

に
つ
な
げ
、
電
話
診
療
や
往
診
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
薬
剤
師
会
の
協
力
の
も
と
、
必
要

な
薬
の
配
達
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
持
続
可
能
な
消
費
と
生

産
な
ど
を
開
発
目
標
に
し
て
お
り
、
全
国
的

な
事
例
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
駆
除
し

た
後
の
排
出
皮
を
皮
革
素
材
に
す
る
「
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
が
あ
る
。

　
本
市
の
牟
佐
地
区
で
は
、
町
内
会
を
中
心

に
地
産
地
消
や
食
育
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
皮
を
利
用
し
た
皮

細
工
を
作
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を

参
考
に
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実

現
に
向
け
て
関
係
部
局
と
議
論
し
た
い
。

※

５

６

個
人
質
問

イノシシの皮を利用した皮細工

全
庁
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
へ
の

訪
問
診
療
体
制
等
を
整
備

11　

月
中
旬
に
８
割
接
種
完
了
見
込
み

 

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り

宿
泊
業
や
飲
食
業
に
大
き
な
影
響

有
害
鳥
獣
の
地
域
資
源
化
に
向
け
て

※５ 【ジェンダーギャップ指数】

経済・政治・教育・健康の各分野における各国の男女格差を数値

化・ランキングしたもの

新
型
コ
ロ
ナ
・
経
済
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